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無
料
配
布
に
つ
い
て
の
お
願
い

お
一
人
様
１
個
の
配
布
で
す
。
お
一
人
で
引
換
券
を
何
枚

お
持
ち
に
な
っ
て
も
１
個
の
み
の
配
布
と
な
り
ま
す
。
ま

た
何
度
も
列
に
並
び
直
す
な
ど
し
て
複
数
個
の
配
布
を
受

け
る
な
ど
の
行
為
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
配
布
物
詳
細
は
三
面
に
）

本 間 　 修

副理事長 兼 常務理事
                (事務局長)

E-mail:hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp
http://www.hokkaido-c.or.jp

北海道倶楽部
公益社団法人

DG株式会社
                代表取締役
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創設1927年・公益法人移行2014年
北海道に貢献する公益社団法人

〒100-6125 東京都千代田区永田町２-11-1
E-mail:dg.corp@jcom.home.ne.jp
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北
海
道
倶
楽
部　

創
立
70
周
年

平成 30年北海道胆振東部地震
頑張れ！北海道

ふるさと納税で被災自治体に直接支援を！
「
利
尻
昆
布
」（
80
㌘
）

贈呈　北海道倶楽部ブースにて 10月 5日から 8日までの各日、午後１時より先着順で左の引換券で配布品に交換します。切り取ってお持ち下さい。　
　　　（各日予定数 50～ 150 個　お 1人 1個。当日予定数に達した場合は終了します。代々木フェア関係者はご遠慮いただきます )　

こ
れ
か
ら
も
更
な
る

北
海
道
支
援
に
力
を
‼

◆
北
方
領
土
返
還
運
動
推
進

「
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
」

と
は
、
拉
致
問
題
の
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
と
同
型
で
、
い
わ
ば
拉
致

さ
れ
た
と
同
様
な
島
の
「
土
地

の
色
」
で
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
色
の

リ
ボ
ン
型
ピ
ン
バ
ッ
ジ
で
す
。

　

返
還
運
動
の
「
き
っ
か
け

グ
ッ
ズ
」
と
し
て
有
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
倶
楽
部
が

創
立
70
周
年
‼

公
益
社

団
法
人

　
「
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々
木
」
の
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
産
直
エ
リ
ア
に
、
北
海
道

応
援
団
と
し
て
公
益
事
業
を
展
開
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部
（
会
長
・
松
田
昌

士
Ｊ
Ｒ
東
日
本
顧
問
）
が
今
回
も
参
加
す
る
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
自
治

体
（
道
、
市
町
村
な
ど
）
に
寄
附
す

る
こ
と
で
、
翌
年
に
確
定
申
告
す
れ

ば
、
寄
附
金
に
つ
い
て
、
所
得
税
と

合
せ
て
地
方
税
を
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。（
た
だ
し
、
一

定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

　

(

公
社)

北
海
道
倶
楽
部
は
制
度

発
足
時
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

北
海
道
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

28
年
4
月
か
ら
「
地
方
創
生
応
援

税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）」

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
省
Ｈ
Ｐ
や
ふ
る
さ

と
納
税
先
の
各
自
治
体
で
ご
確
認
下

さ
い
。（
関
連
記
事
二
面
）　

北
方
領
土
返
還
運
動
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
着
け
よ
う
‼

北
方
領
土
返
還
運
動
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
千
島
桜
バ
ッ
ジ
を
着
け
よ
う
‼

◆
千
島
桜
バ
ッ
ジ
は
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
の
新
た
な
展
開

を
図
る
た
め
、「
返
還
要
求
運

動
の
統
一
的
な
シ
ン
ボ
ル
」
と

し
て
、
誰
も
が
親
し
み
や
す
く

身
近
に
感
じ
る
「
花
」
を
選
び
、

北
方
領
土
啓
発
資
材
等
に
使
用

し
て
、
一
層
の
啓
発
と
世
論
の

結
集
に
務
め
る
こ
と
を
目
的
に

広
く
道
内
か
ら
公
募
さ
れ
ま
し

た
。

　

応
募
の
中
か
ら
、
千
島
と
い

う
名
前
が
直
接
北
方
領
土
を
連

想
さ
せ
、「
シ
ン
ボ
ル
の
花
」

と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
花

と
し
て
北
方
四
島
に
分
布
し
て

い
る
「
千
島
桜
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
化
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
活
用
さ
れ
、
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
の
気
運
を
盛
り

上
げ

て
お

り
ま

す
。

　

北
海
道
新
幹
線
新
青
森
ー
新

函
館
北
斗
間
が
開
業
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
北
海
道
新
幹
線

新
函
館
北
斗
ー
札
幌
間
の
開
業

は
２
０
３
０
年
度
末
開
業
予
定

と
ま
だ
先
の
こ
と
で
す
。

　

北
海
道
倶
楽
部
で
は
多
く
の

皆
様
に
北
海
道
新
幹
線
に
つ
い

て
ご
理
解
を
頂
く
た
め
の
き
っ

か
け
グ
ッ
ズ
と
し
て
平
成
22
年

7
月
か
ら
頒
布
し
、　

現
在
は

北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
ー

札
幌
間
の
早
期
延
伸
を
目
指

し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
早
期
の
札
幌
延
伸
を

ブラウンリボン
バッジ

新幹線
バッジ

千島桜
バッジ

新
函
館
北
斗
ー
札
幌
間
早
期
延
伸

新
幹
線
バ
ッ
ジ
で
応
援
し
よ
う
！

★
お
申
込
に
つ
い
て

◆
各
ピ
ン
バ
ッ
ジ
申
込
方
法

　

す
べ
て
4
個
1
組
で
す
。

①
「
千
円
相
当
の
切
手
」
と
、

②
「
120
円
切
手
を
貼
り
送
付
先

住
所
氏
名
を
記
し
た
封
筒
」
の

2
点
を
左
記
に
郵
送
下
さ
い
。

〒
１
０
０
―
０
０
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
２
―

17
―
17

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

「
バ
ッ
ジ
」
係
（
希
望
の
バ
ッ

ジ
を
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
。）

◆
20
個
以
上
の
お
求
め
は

ご
相
談
下
さ
い
。（
☎
03
･

３
５
８
１
･
４
０
２
１
）

北
方
領
土
返
還
の
署
名
運
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
倶
楽
部
ブ
ー
ス
の
横
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
。

北海道倶楽部
ブースで利尻昆布を
無料配布！

今
年
も
代
々
木
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
北
海
道
倶
楽
部
」
は
昭
和

2
年
（
１
９
２
７
）
に
新
渡
戸

稲
造
博
士
な
ど
北
海
道
に
縁
の

あ
る
在
京
の
人
々
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
中
の
混
乱
期
を
経
て
、
昭

和
23
年
（
１
９
４
８
）
に
再
生
、

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
冬
季
札
幌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
協
力
す
る

な
ど
社
団
法
人
と
し
て
北
海
道

の
為
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

公
益
法
人
と
し
て

　

平
成
22
年
、
当
倶
楽
部
の

会
員
で
あ
っ
た
鳩
山
総
理
が
所

信
表
明
演
説
で
提
起
し
た
「
人

と
人
が
支
え
合
い
、
役
に
立
ち

合
う
新
し
い
公
共
」
の
概
念
を

端
と
し
た
公
益
法
人
改
革
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
倶
楽
部
は
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）
に
公
益
社
団
法

人
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
北
海
道
の
た
め
の
公

益
活
動
に
尽
力
す
る
こ
と
を
厭

わ
な
い
会
員
の
皆
さ
ん
の
力
に

よ
っ
て
、
北
海
道
の
た
め
の

種
々
の
公
益
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

創
立
70
周
年
を
迎
え
、
北
海

道
支
援
に
更
に
力
を
入
れ
る
所

存
で
す
。

新
渡
戸
博
士
な
ど
が
創
建
｜
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

目
指
し
、
改
め
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

北
海
道
倶
楽
部
　

利
尻
昆
布
無
料
配
布

引
換
券

期
間
中
お
一
人
様

１
個
か
ぎ
り

✂切り取り線

ふ
る
さ
と
納
税

北
方
領
土
返
還
運
動
推
進
　

北
海
道
新
幹
線

　各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

総合受付

入場口
ベンチエリア ふるさと観光

PRコーナー
連合会事務局

東京栗山会

北海道
フーディスト

東京芽室会

東京・
別海ふるさと会

東京ニセコ会

東京中標津会

ひがしかわ東京会

東京幕別会

東京浦河会

あしょろ会

北海道倶楽部

東京
らうす会

北海道
福島会

東京ふる里岩内会

東京
秩父別会

東京
様似会

東京標津会

東京天塩会

東京浦臼会

東京稚内会

東京・
東神楽会

東京美唄会

東京美深会

第 24 回「北海道 産直フェア」

10 月 5 日（金）～ 8 日（月・祝）
代々木公園Ｂ地区イベント広場

無
料
配
布
は

こ
ち
ら
で
す
。

ナ
カ
ヤ
マ
商
店
（
礼
文
島
産
）

「
利
尻
昆
布
」（
80
㌘
）
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北
方
領
土
問
題
の
発
生
か
ら

70
年
余
り
の
歳
月
が
経
過
し
て

い
る
も
の
の
、
未
だ
問
題
の
解

決
に
は
至
ら
ず
、
返
還
要
求
運

動
を
担
う
元
島
民
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
等
新
た
な
問
題
も

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、根
室
振
興
局
で
は
、

北
方
領
土
隣
接
地
域
と
し
て
、

領
土
返
還
に
向
け
た
世
論
の
機

運
醸
成
を
図
り
、
返
還
要
求
運

動
の
裾
野
を
拡
大
す
る
た
め
、

北
方
領
土
問
題
に
「
触
れ
る
」・

「
学
ぶ
」・「
知
る
」
を
三
本
の

軸
と
し
た
事
業
を
今
年
度
か
ら

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
北
方

領
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
建
築

物
、
遺
構
、
文
書
図
画
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
北
方
領
土
に
残
さ
れ

た
日
本
建
築
物
等
を
「
北
方
領

土
遺
産
」
と
し
て
平
成
27
年
度

か
ら
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
50

件
を
超
え
る
遺
産
を
発
掘
し
、

そ
れ
ら
を
「
忘
れ
て
は
い
け
な

い
物
語
」
と
し
て
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

　

3
年
間
の
集
大
成
と
し
て

「
北
方
領
土
遺
産
リ
ス
ト
集
」

を
作
成
し
、
根
室
管
内
の
小
中

学
校
や
高
校
、
図
書
館
に
配
布

し
て
広
く
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
も
継
続
的
に
掘
り
起

こ
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

北
方
領
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も

の
や
情
報
な
ど
、
ご
存
知
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
北
方
領
土
や
根
室
地

域
を
肌
で
感
じ
て
頂
く
こ
と
の

出
来
る
「
北
方
領
土
遺
産
ツ
ア

ー
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

歴
史
の
道
を
歩
く　

江
戸
時

代
の
ノ
ツ
ケ
！
野
付
通
行
屋
・

番
屋
跡
遺
跡
を
訪
ね
る
北
方
領

土
遺
産
ツ
ア
ー
を
平
成
30
年
4

月
22
日
（
日
）
に
別
海
町
郷
土

資
料
館
様
と
共
同
で
実
施
し
ま

し
た
。        

   

別
海
町
の
野
付
半
島
に
は
、

江
戸
時
代
末
期
に
国
後
島
へ
渡

る
た
め
の
要
所
と
し
て
設
置
さ

れ
た
「
野
付
通
行
屋
」
の
遺
跡

が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
建

物
跡
や
お
墓
、
畑
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地

に
は
、「
幻
の
町
キ
ラ
ク
」
と

呼
ば
れ
る
歓
楽
街
が
あ
っ
た
と

い
う
伝
説
も
あ
り
、
報
道
機
関

に
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

　　

参
加
頂
い
た
方
か
ら
は
、「
野

付
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
て
良
か

っ
た
」、「
普
段
歩
け
な
い
よ
う

な
場
所
を
歩
け
て
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
」、「
磁
器
な
ど
の
破
片

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
の
は

良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

北
方
領
土
問
題
の
理
解
促
進

や
返
還
要
求
運
動
の
裾
野
拡
大

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
掘
り
起
こ

し
て
き
た
「
北
方
領
土
遺
産
」

を
活
用
す
る
な
ど
し
た
北
方
領

土
問
題
に
関
す
る
研
修
会
や
展

示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の

シ
ン
ボ
ル
の
花
で
あ
る
「
千
島

桜
」
と
根
室
地
域
の
魅
力
を
活

か
し
た
啓
発
活
動
と
し
て
、
写

真
投
稿
型
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
返
還
要
求
運
動
を
一

層
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
投

稿
一
件
に
つ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
日
本
地
図
の
投
稿
者
の
出

身
地
に
千
島
桜
が
一
輪
咲
き
、

千
島
桜
で
日
本
を
い
っ
ぱ
い
に

し
て
北
方
領
土
返
還
に
向
け
た

機
運
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
プ
チ
情
報
】

　

野
付
半
島
は
、
全
長
26
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
最
大
の

砂
嘴
（
さ
し
・
海
上
に
長
く

突
き
出
た
形
状
の
砂
が
堆
積

し
て
出
来
た
半
島
）
で
す
。

　

移
住
は
無
理
で
も
北
海
道
を

応
援
し
て
も
良
い
！
と
い
う
方

は
、「
な
ま
ら
い
い
っ
し
ょ
北

海
道
フ
ェ
ア
」
に
、
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
市
町
村
や
地
域

の
商
工
会
が
、
普
段
で
は
お
目

に
か
か
れ
な
い
逸
品
を
持
ち
寄

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
観
光
・
移
住
の
ご
相
談
に

も
対
応
し
ま
す
。

○
開
催
年
月
日

　

平
成
30
年
11
月
3
日
（
土
）

                  

11
月
4
日
（
日
）

　
　

両
日
共
に
10
時
〜
17
時

○
場
所

三
軒
茶
屋
ふ
れ
あ
い
広
場

（
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
銀
座

商
店
街
）

●
北
海
道
暮
ら
し
の
ご
紹
介

●
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
っ
て
何
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、「
ち
ょ
っ
と

暮
ら
し
」
や
市
町
村
の
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
、「
北
海
道
で

暮
ら
そ
う
！
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
北

海
道
で
暮
ら
そ
う
！
」
で
は
、

市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

の
お
知
ら
せ
や
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
の
資
料
送
付
の
お
申
込

も
可
能
で
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
北
海
道
暮
ら

し
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
80

を
超
え
る
市
町
村
や
企
業
に
出

展
い
た
だ
き
、
皆
様
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
も
御
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
広
告
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
）。

校了

代
表
取
締
役

頭

取

株
式
会
社

北
洋
銀
行

安
田

光
春

本
店
営
業
部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
三
丁
目
七
番
地

電
話

〇
一
一
（二
六
一
）
一
三
一
一

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
二
番
一
号

電
話

〇
三
（
三
二
八
四
）
〇
八
一
一

東
京
支
店

取

締

役

会

長

石
井

純
二

校了

校了

校了

校了

校了

根
室
振
興
局
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

根
室
振
興
局
で
は
、「
地
域
政
策
推
進
事
業
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
根
室
管
内
に
残
さ
れ
て

い
る
北
方
領
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
建
築
物
、
埋
も
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
有
形
・
無
形
の

「
北
方
領
土
遺
産
」
と
位
置
付
け
て
掘
り
起
こ
し
、「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
物
語
」
と
し
て
後
世

に
伝
え
る
「
北
方
領
土
遺
産
発
掘
・
継
承
事
業
」
や
「
ね
む
ろ
」
管
内
の
商
品
に
千
島
桜
シ
ー

ル
を
貼
付
し
、
商
品
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
で
「
ね
む
ろ
」
の
強
み
で
あ
る
食
と
啓
発
活
動
を
連
動

さ
せ
、
返
還
要
求
運
動
を
後
押
し
す
る
「
千
島
桜
ね
む
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
「
北
方
領
土
モ
ノ
が
た

り
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【上空から見た野付半島】

ツアー当日見つかった磁器道産ツアーの様子

展
示
会
の
様
子
（
根
室
振
興
局

1
階

「
北
方
領
土
遺
産
リ
ス
ト
集
」

北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」

制
作
中
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
案

で
す

★
北
方
領
土
モ
ノ
が
た
り
事
業

●
北
方
領
土
に
「
触
れ
る
」

【
北
方
領
土
遺
産
ツ
ア
ー
】

●
北
方
領
土
を
「
学
ぶ
」

●
北
方
領
土
を
「
知
る
」

【
千
島
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

北
海
道
倶
楽
部　

 

創
立
70
周
年

ナ
カ
ヤ
マ
商
店
（
礼
文
島
産
）

「
利
尻
昆
布
」（
80
㌘
）

　

道
北
の
離
島
、
礼
文
町
の

中
山
商
店
の
利
尻
昆
布
は
、

旨
み
が
強
く
、
す
っ
き
り
と

し
た
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

　

出
汁
と
し
て
の
美
味
し
さ

は
折
り
紙
つ
き
で
す
。

※
販
売
元

ナ
カ
ヤ
マ
商
店　

北
海
道
礼
文
郡
礼
文
町
香
深

村
字
ワ
ウ
シ

０
１
６
３
・
８
６
・
１
２
９
１

北海道根室振興局
 地域創生部北方領土対策課
 （担当：槇塚、中山）
 〒 087-8588

 北海道根室市常盤町３－２８
 TEL：0153-24-5592

                FAX：0153-23-5336　
URL:http://www.pref.hokkaido.
         lg.jp/sm/hrn/index.htm

「
京
料
理
に
欠
か
せ
な
い
高
級
昆
布
」

　

現
在
、
公
開
に
向
け
て
作
業

中
で
す
。
公
開
し
ま
し
た
ら
、

返
還
要
求
運
動
の
後
押
し
と
地

域
振
興
の
た
め
、
多
く
の
投
稿

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
5
日
〜
8
日
の
各
日
午
後
１
時
よ
り
先
着
順
で

一
面
左
下
に
あ
る
引
換
券
で
配
布
品
に
交
換
し
ま
す
。

切
り
取
っ
て
お
持
ち
下
さ
い
。　

・
各
日
予
定
数
50
〜
150
個　

お
1
人
1
個
。

・
当
日
予
定
数
に
達
し
た
場
合
は
終
了
し
ま
す
。

・
代
々
木
フ
ェ
ア
関
係
者
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す

北
海
道
倶
楽
部
の
ブ
ー
ス
で

連
日
無
料
配
布

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
北
海
道
支
援
に
力
を
‼

　
「
北
海
道
」
と
聞
い
て
、
皆

さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？

　
「
雄
大
な
自
然
」、「
美
味
し

い
食
べ
物
」
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ

は
様
々
と
思
い
ま
す
が
、
広
大

な
北
海
道
に
は
、
皆
さ
ん
が
知

ら
な
い
魅
力
が
ま
だ
ま
だ
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
ん
で
み
た
い

北
海
道
推
進
会
議
で
は
、
皆
さ

ん
に
北
海
道
暮
ら
し
の
良
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
北
海

道
体
験
移
住
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
」
の
推
進
や
、
北
海
道
暮
ら

し
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
、
市
町
村
で

構
成
す
る
北
海
道
移
住
促
進
協

議
会
と
と
も
に
行
う
団
体
で

す
。

　

い
き
な
り
北
海
道
で
暮
ら
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
と
言
わ
れ
て

も
、「
し
ご
と
」「
住
ま
い
」「
暮

ら
し
」
の
こ
と
な
ど
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
沢
山

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
方
に
一
度

移
住
体
験
を
お
す
す
め
し
て
い

る
の
が
、「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」。

観光で味わえない！北海道暮らしのご紹介

ちょっと暮らし施設 （上士幌町）

道
産
品
を
買
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
で

北
海
道
を
応
援
！

北
海
道
暮
ら
し
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

「北海道で暮らそう！」ホームページ

　（http://kuraso-hokkaido.jp/）

ちょっと暮らし施設写真

市
町
村
等
が
用
意
す
る
施
設
に

は
、
生
活
備
品
付
の
住
宅
や
滞

在
施
設
で
、
物
件
は
一
戸
建
て

や
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
タ

イ
プ
、
ホ
テ
ル
・
コ
テ
ー
ジ
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域
の
行
事

に
参
加
し
て
住
民
と
接
す
る
機

会
を
作
る
な
ど
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。

　
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
に
向
け
既
に

ご
支
援
を
賜
っ
た
方
々
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
更
な
る
被
災
地
へ
の
ご
支

援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

速
や
か
な
復
旧
を
祈
り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
自
治
体
の
中
で
一
部
で
す
が
、
厚
真
町

の
ご
紹
介
を
掲
載
し
ま
す
。

「
あ
つ
ま
る  

つ
な
が
る  
ま
と
ま
る  

大
い
な
る
田
園
の
町
　
あ
つ
ま
」

＊
北
海
道
Ｎ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
８
年
４
月
号
よ
り
抜
粋

厚
真
町
の
ご
紹
介

○
歴
史

　

近
年
の
遺
跡
発
掘
調
査
に
よ

り
、
１
万
４
千
年
前
の
細
石
刃

や
約
６
２
０
０
年
前
の
装
飾
品

を
は
じ
め
多
く
の
埋
蔵
文
化
財

が
発
掘
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
や

縄
文
時
代
か
ら
厚
真
の
地
に

人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
、
北

海
道
の
名
付
け
親
で
あ
る
松
浦

武
四
郎
が
厚
真
を
訪
れ
、
ア
イ

ヌ
コ
タ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ト

ン
ニ
カ
コ
タ
ン
を
訪
れ
た
こ
と

が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
３
年
に
新
潟
県
人
が
定

住
し
た
以
降
、本
格
的
な
入
植
・

開
拓
が
始
ま
り
、
明
治
20
年
に

は
油
田
開
発
が
始
ま
り
、
昭
和

初
期
ま
で
盛
ん
に
石
油
産
出
が

行
わ
れ
、
北
海
道
を
代
表
す
る

石
油
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
25
年
に
は
水
稲

が
試
作
さ
れ
、
そ
の
後
、
土
地

改
良
や
水
稲
品
種
改
良
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
中
心
と
な
る
稲

作
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

○
特
産
品

・
さ
く
ら
米
（
な
な
つ
ぼ
し
）

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
米
だ
け

を
集
め
、
粒
の
大
き
さ
や
精
米

た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
な
ど
厳
し

い
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
自
信
作

で
す
。

・
厚
真
産
ハ
ス
カ
ッ
プ

　

栽
培
面
積
日
本
一
を
誇
り
、

大
粒
で
高
い
糖
度
が
特
徴
で

す
。
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
は
も

ち
ろ
ん
、
生
食
で
も
美
味
し
い

ハ
ス
カ
ッ
プ
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
あ
づ
ま
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

　

１
９
６
８
年
創
業
の
市
原

精
肉
店
で
作
り
継
が
れ
る
厚

真
名
物
「
あ
づ
ま
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
」。
厚
め
に
切
っ
た
熟
成

羊
肉
を
、
秘
伝
の
生
タ
レ
で
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
に
味
付
け
し
て
い

ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

・
６
月　

あ
つ
ま
田
舎
ま
つ
り

　

広
々
と
し
た
芝
生
で
名
物
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
堪
能
す
る
「
草

原
焼
き
」
が
人
気
で
す
。

・
７
月　

あ
つ
ま
浜
ま
つ
り

　

浜
厚
真
海
岸
を
会
場
に
し
た

夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
砂
浜
に

つ
く
る
巨
大
プ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
「
ホ
ッ
キ
の
つ
か
み
取
り
」

が
毎
年
大
盛
況
で
す
。

・
１
月　

あ
つ
ま
国
際
雪
上
３

本
引
き
大
会

　

雪
上
に
置
か
れ
た
3
本
の
綱

を
同
時
に
引
き
合
う
綱
引
き

で
、
2
本
先
取
し
た
チ
ー
ム
が

勝
利
し
ま
す
。
体
力
だ
け
で
な

く
、
戦
略
が
重
要
な
競
技
で
、

毎
年
町
内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
す
。

・
２
月　

ラ
ン
タ
ン
祭
り
・
ス

タ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

町
内
を
無
数
の
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
で
彩
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

○
厚
真
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

あ
つ
ま
る
く
ん
は
、
お
な
か

に
は
特
産
品
の
お
米
を
使
っ
た

〝
お
む
す
び
〞、
あ
た
ま
に
は
作

付
面
積
日
本
一
の
〝
ハ
ス
カ
ッ

プ
〞、背
中
に
は
全
道
№
１
サ
ー

フ
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
背
負
い
、

町
の
魅
力
宣
伝
部
長
と
し
て
、

日
々
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
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みんなで解決決決決決決決決決決決決決決決決決決! !!!!! 北方領土
北方領土は、今まで一度も外国の領土となったことがない、

日本固有の領土です。
しかし、1945年にソ連（現在のロシア）軍が突然攻め込み、

北方四島を占領して以来、日本人が住めない土地となっています。
私たち日本人が先祖から受け継いできたかけがえのない土地

「北方領土」の返還実現は、日本国民にとって切なる願いです。

北方領土ってどんなところ？
北方領土は、北海道の北東洋上に位置し、歯舞群島、

色丹島、国後島、択捉島の島々からなります。根室半
島の納沙布岬から最も近い歯舞群島の貝殻島までは、
わずか 3.7ｋｍ しか離れていません。また、水産資源
にも恵まれた豊かな島々です。
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内閣府北方対策本部 http://www8.cao.go.jp/hoppo/
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